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法律相談【要予約】予約専用電話 蕁23・4400
木曜日・第2火曜日 市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から
電話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。
なお、時間の指定はできません。
一般相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

交通事故相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

行政相談 蕁33・1131
6月16日貉 午後1時～3時 北公民館大会議室
6月22日貂 午後1時～3時 市役所1階市民相談室
司法書士相談 蕁33・1131
第1金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

土地家屋調査士相談 蕁33・1131
第3金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

不動産相談 蕁33・1131
第2・4金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

税務相談 蕁33・1131
第3月曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

特設人権相談 蕁33・1131
第2・3・4水曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室
消費生活相談 蕁33・1131
月～金曜日 午後1時～4時
市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時～午後5時
市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時30分～午後4時
市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談 蕁33・1131
月・木曜日 午前9時～午後5時
市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談 蕁21・0294
月～金曜日 午前9時～午後5時15分
高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）

心配ごと相談 蕁21・9871
火曜日 午後1時30分～3時30分
総合福祉センター

教育・幼児教育相談 蕁31・4460
月～金曜日 午前9時～午後5時
教育支援センター
心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談 蕁32・5622
月～金曜日 午前9時～午後4時
市立病院
防火相談 蕁21・0119
毎日 午前9時～午後5時
消防本部

労働相談 蕁23・8689
火～日曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】 蕁23・8689
火～金曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時
市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
■日時・場所
第2金曜日 午後1時～午後3時 南公民館
第3金曜日 午後1時～午後3時 にんじんサロン
（市民会館内）
第4金曜日 午後1時～午後3時 北公民館
女性相談（面談は要予約）
にんじんサロン 蕁21・6500
火～金曜日 午前10時～午後5時
人権啓発課 蕁33・9208
月～金曜日 午前9時～午後5時

携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/ 携帯 http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/

水とくらし眇 海辺のくらし
海に面している本市は、数多くの先人が古代から海

の幸で生計を立ててきました。「ちぬ（黒鯛）の海」と
呼ばれた大阪湾は、その名のとおり魚の豊富な海で、
黒鯛のほかに、イワシ、ボラ、カニ、タコ、クチ、タ
チウオ、ハマチ、カレイなどが水揚げされました。
漁法としては、地引網が盛んでした。助松では、「西

の赤いのがイワシをとらす」といわれ、夕焼け空だと
翌日はイワシが大漁になると伝えられてきました。
漁だけではなく、海岸では養殖も行われており、東

港町と菅原町の境を流れる新川周辺の葦原には、「イナ
モヤシ」と呼ばれる場所がいくつもありました。「イナ」
とはボラの幼魚のことで、「イナモヤシ」とは「イナが
発生する」という意味です。新川沿いに溜池をつくり、
新川に向けて樋を設置します。満潮になると海の水が
新川を逆流し、海水と海の魚が新川から樋を通って溜
池に入ります。「イナ」が溜池に多く入ったら樋をせき
止めて養殖するという、いたって簡単な養殖方法です。
江戸時代にはじまり、明治17年ごろまで行われていた
と記録には見えます。
海岸にはイリヤと呼ばれる小屋もあり、イリヤでは

カタクチイワシを釜で湯がいて、砂浜に敷いたムシロ
の上で天日干しにしてニボシをつくっていました。今
は埋め立てられていますが、かつての泉大津の海辺は
豊かだったのです。

次回は「水とくらし」眄をお伝えします。

昭和16年ごろの地引網漁(市史5巻P351より)


